
科目コード A007030

科目区分 専門教育科目 開講時期 前期

学部･学科等 農学部 森林科学科 曜日 金曜日

必修･選択区分 必修 時限 3～4

標準対象年次 2 授業形態 講義

単位数 2 教室名 森林科学実習室（峰）

田坂　聡明

電話番号  　  
(代表者名)

028-649-5536 e-mailｱﾄﾞﾚｽ 
（代表者）

tasaka@cc.utsunomiya-u.ac.jp

オフィスアワー 月曜日9:30-10:30（教官研究室）としますが、いつでも質問に応じます。

【授業の目標】
　森林測量学は、森林技術者が必要とする基本的な測量技術、使用機器の特性・使用方
法、野帳記載方法、測量計算法を理解し、測量の知識と技術を習得することを目標とし
ています。森林測量学I、II、同実習など測量に関する単位を修得した者は、卒業後、測
量士補の資格を得ることができます。
【前提とする知識・経験】
　特にありません。
【授業の具体的な進め方】
　森林測量学Ｉでは、測量学の基礎知識を解説した後、距離測量、コンパス測量、セオ
ドライト測量などの角測量を取り上げ、機器の扱いや野帳の記載法、面積計算法、図化
手法等を体系的に講述します。午前中に測量学Ⅰで学んだ内容を、午後の測量学Ⅰ実習
で体験的に学習する構成であるため、講義を欠席すると、学習効果があがりません。
【授業計画】
第　１週  授業計画、教材の説明、測量の定義、測量技術者に必要な倫理について
第　２週  測量の歴史、基礎的な用語の説明
第　３週  距離測量の進め方
第　４週  角測量の進め方と座標計算法
第　５週  コンパス測量（機械の構造と使用方法）
第　６週  コンパス測量（トラバース測量）
第　７週  コンパス測量（放射法による細部測量）
第　８週  誤差の配分法Ⅰ（コンパス法則による誤差配分）
第　９週  面積計算法Ⅰ（座標法による面積計算法）
第１０週  セオドライト測量（機械の構造と使用方法）
第１１週  セオドライト測量（測定と野帳記入方法）
第１２週  セオドライト測量（トラバース測量の進め方）
第１３週  誤差の配分法Ⅱ（トランシット法則による誤差配分）
第１４週　面積計算法Ⅱ（倍横距、倍経距による面積計算法）
第１５週　期末試験
【教科書・参考書・教材】
　教科書：特にありません
　参考書：「測量要論」、佐藤俊朗編（共立出版）など（図書館にあります）。　
　教　材：計算・図化のため、関数電卓、三角定規、三角スケール、全円分度器などが
必要となります。第一回目の講義で説明を聞いて各自準備して下さい。
【成績評価法】
　提出課題（20%）と期末試験の成績(80%)によって測量知識の習熟度を判断します。習
熟度90%以上は「秀」、「優」は90%未満80%以上、「良」は80%未満70%以上、「可」は70%
未満60%以上とします。
【教員からのメッセージ】
　初めは簡単ですが、徐々に高度な内容になります。分からないことは早めにに質問
し、確実に理解するように努めて下さい。

担当教員名

授業科目名 森林測量学Ⅰ


